
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 

間 

 

ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） 

知識・理解 思考・判断・ 

表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

・ 

２ 

 余りがある場合でも除法を用いてよいこと

や、答えの見つけ方を具体物や図などを用いて

考える。 

 * 思①（行動観

察、ノート分

析） 

* 態①（行動観

察、ノート分

析） 

３  余りがある場合の除法の式の表し方や、余り

など用語の意味を知る。 

 余りと除数の関係を理解する。 

・余りと除数の関係を調べる。 

* 知①（ノート

分析） 

* 知③（ノート

分析） 

４  等分除の場面についても余りがある場合の除

法が適用できるかを考える。 

・等分除の場面で、答えの見つけ方を考える。 

 ○思①（行動観

察、ノート分

析） 

５  余りがある場合の除法計算について、答えの

確かめ方を知る。 

* 知②（ノート

分析） 

 

「*」指導に生かす評価を行う代表的な機会 「○」記録に残す評価を行う機会 

 

 

 

 
○ 学級全体の話合いで「分からない友
達に、どのように言えば分かるように
なるのか」などの見本が示され、説明
できる児童生徒が増えていくように
仕組む。 

 
○ 児童生徒の発達段階や実態に応じ
た適切な話合いとなるようにする。 

  
【例】 小学校低学年ではペア学習から始

め、うまく説明できる児童が増えたら

グループの人数を増やしていく。 

【書籍】 

※「学習評価の在り方ハンドブック」（小・中学校編） 
※「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校算数・中学校数学） 
※「初等教育資料」2020年１月号～３月号、10月号、11 月号 

【動画】 …（「富山県教員応援サイト」にリンクが張ってあります。） 
※「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料の解説動画 
「新学習指導要領に対応した学習評価（小学校算数科）」… NITS独立行政法人教職員支援機構 

 
 
 

① (1)から(3)は、立式にたどり着くまでの過程 

計算技能の習得だけに力を入れるのではなく、計算の仕方を考える授

業が定着してきました。だからこそ、問題場面から数直線や表等に表す

までの過程を大切にし、その式でよい理由を全員が言える授業にしてい

くことが大切です。 

② (1)は、問題場面のイメージを膨らませる問い 

問題を読んで、分かっていることと聞かれていることに線を引くとい

う活動があります。問題の読み取りをそこで終わらせず、「この問題の

分かっていることから、更にどんなことが分かりますか」と問い、問題

場面をより深く理解させて、どのような絵や図に表せばよいかを自分で

納得できるようにすることが大切です。 

③ 主体的・対話的で深い学びとなる授業 

式が 60÷0.4となる理由を教師が説明して理解させるのではなく、児

童同士が学び合いを通して理解していく授業にすることが大切です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんばる富山の
先生を応援！ 

発行 令和２年 12 月 23 日 
富山県総合教育センター 
   学力向上推進チーム 
 TEL：076（415）6226 
 E-mail suishin@tym.ed.jp 
 http://gaku.el.tym.ed.jp/ 第 51 号 

学力向上推進チームかわら版 

演題 「算数・数学科における主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と、 
    今年度の全国学力・学習状況調査の趣旨と、小学校算数科における新しい 

学習評価」 
講師 文部科学省 初等中等教育局 教育課程課        教科調査官 

国立教育政策研究所 教育課程研究センター 研究開発部 教育課程調査官･学力調査官 

学力向上講演会(算数･数学科) 

笠井 健一 先生 

全国学力・学習状況調査を視点とした授業づくり 

11月 17日(火) 

高周波文化ホール 

１１月１７日（火）に行われた学力向上講演会のポイントをまとめました。 

※ 講演会資料は、学力向上推進チームのＨＰからダウンロードできます。（令和３年２月末まで） 

「主体的･対話的で深い学び」の視点からみた授業改善 

立式について 
考えてみる！ 

H30全国学力・学習状況調査 小学校算数Ａ１ 

 計算能力（計算の意味の理解と演算決定） 

小学校算数科における学習評価のポイント 

① 単元で育成したい資質・能力の明確化 

単元を通して育てたい資質・能力を明確にし、最終的にその資

質・能力が育成されたかを判断する評価問題を作成して、どのよ

うに答えられたらよいかを明確にしておくことが大切です。 

② つまずきの理解とその解消 

１時間１時間の授業で、児童生徒がどこでつまずいているのか

を的確に捉えて、そのつまずきが解消されるように授業を進める

ことが大切です。 

③ 日々の指導での適切な話合いの選択 

授業の中で行われている話合いが育てたい資質・能力を育成す

るために役立っているのか、また、分からない児童生徒が分かる

ようになるための説明となっているかを丁寧に見取っていくこと

が大切です。 

算数・数学が苦手な児童生徒が分か

るための話合いとするためのポイント 

① 「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」をバランスよく取り入れる 
単元の途中で評価せず単元末だけで評価をすると、できていなかった児童生徒を

残したまま授業を進めてしまい、再度の指導・評価が必要になってしまいます。「指
導と評価の計画」には、「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」をバランスよく
取り入れ、指導の改善を図りながら評価がＣの児童生徒を残さない授業をすること
が大切です。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「記録に残す評価」は、児童生徒の成長を踏まえて修正できる 
単元が終わった時点で、学習内容を身に付けていない児童生徒がいる場合があり

ます。その時点で評価を終えるのではなく、その後、指導をした上で評価し、「記録
に残す評価」を修正することが大切です。 

③ 「多面的に捉え」と書かれた小学校高学年の評価規準には注意する 
小学校高学年の「思考・判断・表現」の評価規準に「多面的に捉え」という記述が

あります。例えば、第６学年「分数の乗法、除法」の学習では、計算の仕方について
ノートに二通りの方法が書いてあれば「おおむね満足」となります。さらに、それぞ

れの考えの着想や根拠等の説明が加えてあれば「十分満足」となります。 

出典：「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校算数）P52 

研修参考資料 


